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自
動
車
と
ア
ル
ミ

特
集

自
動
車
業
界
は
 CO²
排
出
量
削
減
に
向
け
、

エ
ン
ジ
ン
効
率
の
改
善
、空
気
抵
抗
の
少
な
い
デ
ザ
イ
ン
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
な
ど
の
低
燃
費
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
も
効
果
的
・
現
実
的
な
手
段
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
軽
量
化
で
す
。

軽
量
化
に
不
可
欠
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
自
動
車
の
関
係
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

参
考：
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自動車とアルミ

環
境
に
優
し
い

ア
ル
ミ
製
自
動
車

　

自
動
車
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
乗
り
物
で
す
。
一
般
社
団
法

人
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
（
自

販
連
）
と
一
般
社
団
法
人
全
国
軽
自

動
車
協
会
連
合
会
（
全
軽
自
協
）
が

発
表
し
た
2
0
1
4
年
暦
年
の
新
車

販
売
台
数
は
、
前
年
比
3
・
5
％
増
の

5
5
6
万
2
8
8
7
台
。
自
動
車
は
日

本
の
主
力
輸
出
品
目
の
一
つ
で
、
日
本

経
済
・
技
術
を
象
徴
す
る
産
業
で
す
。

現
在
、
自
動
車
産
業
の
発
展
に
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
は
環
境
対
策

で
す
。

　

自
動
車
の
燃
料
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
は
、
炭
化
水
素
（
H
C
）
を
主
体

と
す
る
化
石
燃
料
で
す
。
H
C
は
燃
焼

過
程
で
酸
素
（
O2
）
と
結
び
つ
き
、
水

（
H2O
）
と
二
酸
化
炭
素
（
 CO2
）
を
生
成
し

ま
す
。
高
度
経
済
成
長
以
降
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
っ
て
自
動
車
の
 CO2
排
出
量

は
急
激
に
増
え
ま
し
た
。
 CO2
は
気
候
変

動
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
地
球
温
暖
化
へ
の

対
策
と
し
て
、
 CO2
排
出
量
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
が
世
界
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

自
動
車
業
界
は
 CO2
排
出
量
削
減
に

向
け
、
エ
ン
ジ
ン
効
率
の
改
善
、
空
気

抵
抗
の
少
な
い
デ
ザ
イ
ン
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
化
な
ど
の
低
燃
費
技
術
の
開
発
に

採
用
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
素
材
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
、

軽
く
て
丈
夫
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
す
。

　

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
自
動
車
へ
の
利
用

は
古
く
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
そ

れ
ま
で
エ
ン
ジ
ン
に
使
わ
れ
て
い
た
鋳

鉄
に
か
わ
っ
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
米
国
や

欧
州
の
鉄
道
で
は
世
界
恐
慌
に
よ
る
急

激
な
売
り
上
げ
減
少
に
直
面
し
て
、
燃

費
向
上
を
考
え
た
ア
ル
ミ
製
の
流
線
形

車
両
が
広
が
り
ま
す
。
一
部
の
自
動
車

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
最
近
で
は

E
V
（
電
気
自
動
車
）、
F
C
V
（
燃

料
電
池
自
動
車
）
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
低
燃
費
化
に
向
け
た
最

も
現
実
的
な
手
段
の
一
つ
が
車
体
の
軽

量
化
で
す
。
車
体
重
量
1
〜
1
・
5
ト

ン
の
ガ
ソ
リ
ン
車
が
1
0
0
㎏
軽
く
な

る
と
、
燃
費
は
1
ℓ
当
た
り
約
1
㎞
改

善
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
社
は

車
体
の
軽
量
化
に
向
け
て
し
の
ぎ
を
削

っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
軽
量
化
に
は

パ
ー
ツ
の
小
型
化
、
ハ
イ
テ
ン
材
（
高

張
力
鋼
板
）
の
使
用
、
軽
量
化
素
材
の

デ
ザ
イ
ン
に
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
取
り

入
れ
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
デ
ザ
イ
ン
性

を
追
求
し
た
高
級
車
や
特
別
な
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
以
外
に
は
普
及
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

日
本
国
内
で
ア
ル
ミ
製
の
パ
ネ
ル
が

使
用
さ
れ
た
の
は
、
マ
ツ
ダ
の
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
R
X-

7
の
エ
ン
ジ
ン
フ
ー
ド

で
す
（
1
9
8
4
年
）。
R
X-

7
で
の

実
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
日
産
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
の
G
T-

R
や
フ
ェ
ア
レ

デ
ィ
Z
に
採
用
さ
れ
、
自
動
車
へ
の
ア

ル
ミ
使
用
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
に
な
る
と
世
界
初
の
オ
ー

ル
ア
ル
ミ
ボ
デ
ィ
（
モ
ノ
コ
ッ
ク
構

造
）
の
ホ
ン
ダ
N
S
X
が
登
場
し
ま
す
。

　

現
在
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
自
動
車

の
ホ
イ
ー
ル
、
エ
ン
ジ
ン
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ト
ラ
ン
ク
、
ド
ア
、
フ
ェ
ン

ダ
ー
、
ル
ー
フ
、
バ
ン
パ
ー
、
サ
ブ
フ

レ
ー
ム
（
自
動
車
前
部
の
一
番
下
に
あ

る
骨
組
み
）、
ド
ア
ビ
ー
ム
（
自
動
車

の
ド
ア
に
内
蔵
し
た
補
強
材
）
な
ど
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
足
廻
り
の
部
品

で
は
ア
ッ
パ
ー
ア
ー
ム
（
ダ
ブ
ル
ウ
ィ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ン
式
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
の

上
部
の
ア
ー
ム
）、
ロ
ア
ア
ー
ム
（
下

部
の
ア
ー
ム
）、
ル
ー
フ
ク
ロ
ス
メ
ン

時代を先取りしたアルミボディ。1938年製The 
Mercedes-Benz EL540K STREAMLINER

写真提供：Daimler AG

フード、ドアパネル、フロント
バンパー、トランクリッドなど
にアルミニウムを使用したR35 
GT-R。写真提供：NISSAN Aluminium for Automobile

自動車とアルミ

トランクリッド

リアフェンダー

フロントフェンダー

フレーム

フード

ルーフ

ドア

メーカー アルミ使用車種 採用部分

国
内
で
の
主
な
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
採
用
状
況

トヨタ自動車 プリウス フード、バックドア

SAI、86（ハチロク） フード

レクサス レクサスLS、GS、IS、HS、NX フード

レクサスCT フード、バックドア

日産自動車 フーガ、シーマ、リーフ フード、ドア

フェアレディZ フード、ドア、バックドア

GT-R フード、ドア､トランク

スカイライン、スカイラインクーペ フード

本田技研工業 レジェンド フード、トランクリッド

アコード（HEV、PHV） ルーフ

三菱自動車 ランサーエボリューションX フード、フェンダー、ルーフ

富士重工 BRZ、フォレスタ、レヴォーグ フード

マツダ ロードスター フード、トランク

北
米
で
の
主
な

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
採
用
状
況

フォード F-150 オールアルミ

Lincoln LS フード、フェンダー、
トランクリッド

クライスラー 300 フード、トランクリッド

テスラ Model S オールアルミ

GM Chevrolet tehoe フード、バックドア

欧
州
で
の
主
な
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
採
用
状
況

アウディ R8、A8 オールアルミ

ランボルギーニ ガヤルド オールアルミ

フォルクスワーゲン フェートンExecutive フェンダー、ドア、トランク

ルノー クリオ（ルーテシア） フード

プジョー 3008 フード、フェンダー

307、508 フード

シトロエン DS4、DS5 フード

ボルボ S80、S60、V50、C30 フード

C70（カブリオレ） フード、トランク、ルーフ

S70、V70 フード、バックドア

ジャガー XJ、XK、F オールアルミ

ポルシェ 911、ケイマン、ボクスター、
カイエン

フード、フェンダー、ドア、
エンジンフード

パナメーラ フード、フェンダー、ドア、
バックドア

ダイムラー ベンツSLS（AMG） オールアルミ

ベンツSL オールアルミ

BMW 7 フード、フェンダー、ドア、
ルーフ

6、5、4 フード、フェンダー、ドア

3 フード

自動車アルミ化委員会「平成26年度 自動車のアルミ化技術講習会」より引用
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バ
ー
（
ル
ー
フ
を
補
強
す
る
部
材
）、

ナ
ッ
ク
ル
（
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ア
ク
ス
ル

の
部
品
）
や
ブ
レ
ー
キ
キ
ャ
リ
バ
ー

（
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
を
構
成
す
る
部

品
の
1
つ
）
な
ど
の
ア
ル
ミ
化
が
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。

広
が
り
を
見
せ
る

ア
ル
ミ
の
世
界

　

ホ
ン
ダ
N
S
X
が
登
場
し
た
後
、
ド

イ
ツ
の
ア
ウ
デ
ィ
が
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
ボ

デ
ィ
の
A
u
d
i 

A
8
を
発
売
し
ま

し
た
（
1
9
9
4
年
）。
A
8
で
は
何
本

も
の
柱
で
ボ
デ
ィ
の
骨
格
を
形
成
す
る

「
A
S
F
（
ア
ウ
デ
ィ
ス
ペ
ー
ス
フ
レ

ー
ム
）」
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
1
9
9
9
年
に
は
軽
量
化
と
剛
性
を

備
え
、
生
産
性
や
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
の
A
u
d
i 

A
2

を
世
に
送
り
出
し
ま
す
。
A
2
の
ラ
イ

バ
ル
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
メ
ル
セ
デ

ス
・
ベ
ン
ツ
A
ク
ラ
ス
と
比
較
し
、

2
0
0
㎏
以
上
の
軽
量
化
を
実
現
し
ま

し
た
。
比
較
的
価
格
帯
の
低
い
自
動
車

へ
の
ア
ル
ミ
ボ
デ
ィ
採
用
は
、
自
動
車

業
界
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

各
社
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
実
り
、

現
在
、
欧
州
で
は
ア
ル
ミ
ボ
デ
ィ
の
自

動
車
が
増
え
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年

に
発
表
し
た
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
C

ク
ラ
ス
で
は
、
ボ
デ
ィ
シ
ェ
ル
の
う
ち

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
採
用
率
を
約
50
％
と

し
ま
し
た
。
ハ
イ
テ
ン
材
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ボ
デ
ィ
で
従
来
モ

デ
ル
に
比
べ
て
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
70
㎏
の
軽
量
化

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
重
心

を
下
げ
、
自
動
車
の
快
適
性
や
動
力
性

能
を
犠
牲
に
せ
ず
に
燃
費
を
最
大
30
％

向
上
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

　

自
動
車
業
界
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

ラ
イ
バ
ル
の
一
つ
は
、
飛
行
機
な
ど
で

使
用
実
績
の
あ
る
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
（
C
F
R
P
）
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
F
1
や
一
部
の
高
級
ス
ポ

ー
ツ
カ
ー
な
ど
で
は
軽
量
化
の
た
め
に

カ
ー
ボ
ン
ボ
デ
ィ
を
採
用
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

以
上
に
高
い
コ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
リ
サ

イ
ク
ル
が
難
し
い
と
い
う
様
々
な
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
メ
ー
カ

ー
に
は
金
属
を
長
年
扱
っ
て
き
た
歴
史
、

技
術
、
経
験
が
あ
り
ま
す
。
軽
量
化
・

強
度
・
コ
ス
ト
・
環
境
面
な
ど
総
合
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
素
材
を
適
材
適

所
に
組
み
合
わ
せ
、
よ
り
よ
い
自
動
車

を
製
造
す
る
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

次
々
と
登
場
す
る

ア
ル
ミ
新
技
術

　

融
点
が
約
6
6
0
℃
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
と
約
1
5
0
0
℃
の
ス
チ
ー
ル
を
接

合
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
こ
れ
ま
で
は

ボ
ル
ト
や
リ
ベ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ン
ダ

は
こ
の
接
合
問
題
を
摩
擦
攪
拌
接
合

（
F
S
W：F

riction Stir W
elding

）

と
い
う
新
技
術
で
解
決
し
ま
し
た
（
図

1
）。
F
S
W
は
ツ
ー
ル
の
回
転
と
高

い
圧
力
に
よ
る
摩
擦
熱
に
よ
り
、
鉄
と

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
接
合
す
る
接
合
方
法

で
す
。

　

F
S
W
は
ア
ル
ミ
製
の
鉄
道
車
両
を

製
作
す
る
際
に
す
で
に
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
F
S
W
で
は
巨
大
な
専
用
設
備

が
必
要
で
し
た
が
、
ホ
ン
ダ
は
接
合
に

必
要
な
力
を
う
ま
く
分
散
で
き
る
「
高

剛
性
C
ガ
ン
ア
ー
ム
」
を
発
明
し
ま
し

た
。
機
械
の
小
型
化
に
よ
り
、
緻
密
な

作
業
が
求
め
ら
れ
る
自
動
車
の
生
産
ラ

イ
ン
で
F
S
W
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ン
ダ
は
北
米
仕
様
の
新
型
ア
コ
ー
ド

で
、
ス
チ
ー
ル
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
の
フ
ロ
ン
ト
サ
ブ

フ
レ
ー
ム
の
量
産
化
を
開
始
し
て
お
り
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
用
し
た
車
両
軽
量

自動車とアルミ

メルセデス・ベンツSLクラスのライン。アルミ
ボディシェルの製造は誤差1㎜未満という
非常に高い寸法精度が要求される。

写真提供：Daimler AG

ASF（アウディスペースフレーム）。
写真提供：Audi

ASFを採用したAudi A8。
写真提供：Audi

アルミニウムを使った

名車カタログ

LEXUSAudi

レクサスブランドの小型ハイブリッド車。
フード、バックドアにアルミニウムを使用。

写真提供：LEXUS

ラグジュアリー感とスポーティさを併せ持つ
美しく力強いフォルム。オールアルミ車。

写真提供：Audi

［レクサス］ CT200h［アウディ］ A8

化
へ
の
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
3
D
ロ
ッ
ク
シ
ー
ム
成

形
」（
図
2
）
と
い
う
新
技
術
の
確
立

に
よ
り
、
接
着
剤
を
添
付
し
た
ス
チ
ー

ル
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
巻
き
込
む
よ
う

に
折
り
曲
げ
、
溶
接
不
要
で
異
種
材
料

結
合
を
可
能
と
す
る
な
ど
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
接
合
す
る
様
々
な
技
術
を
開

発
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
の

自
動
車
と
ア
ル
ミ

　

米
国
で
販
売
さ
れ
る
乗
用
車
と
ラ
イ

ト
ト
ラ
ッ
ク
（
S
U
V
／
ミ
ニ
バ
ン
／

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
）
に
は
、

「
C
A
F
E
（C

orporate A
verage 

F
uel E

conom
y：

企
業
平
均
燃
費
）」

と
呼
ば
れ
る
燃
費
基
準
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
個
別
車
種
で
は
な
く
、
実
際
に
企

業
全
体
で
販
売
し
た
自
動
車
の
平
均
燃

費
を
算
出
し
、
そ
れ
に
規
制
を
か
け
て

い
ま
す
。
基
準
を
達
成
で
き
な
け
れ
ば

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
は
罰
金
が
科
さ
れ

ま
す
。
2
0
1
6
年
ま
で
に
2
0
1
1

年
比
で
約
25
%
、
2
0
2
5
年
ま
で
に

約
2
倍
（
約
23
・
2
㎞
／
ℓ
）
の
燃
費

向
上
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
基

準
を
達
成
す
る
た
め
に
、
各
自
動
車
メ

図2　3Dロックシーム

FSWはツールの回転と高い圧力による摩
擦熱により鉄とアルミニウムを接合する。

回転

アルミ

スチール
金属結合

圧力
ツール

図1　FSW

従来 新開発 3Dロックシーム

スチール スチール

１段曲げ（ヘミング） 2段曲げ（ヘミング）スポット溶接

スチール アルミ

自動車アルミ化委員会「平成25年度 自動車のアルミ化技術講習会」より引用
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ー
カ
ー
は
さ
ら
な
る
燃
費
の
向
上
、
車

体
の
軽
量
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
の
ア
ル
ミ
使
用
比
率
は
車
両

重
量
の
約
1
割
程
度
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
軽
量
化
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
に
伴
い
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
確
実

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
重
が
鉄
の
約
3

分
の
1
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
剛
性
を
考

慮
し
て
鉄
の
1
・
4 

倍
の
厚
さ
と
し

て
も
50
％
の
軽
量
化
が
可
能
で
す
。
米

国
の
ア
ル
コ
ア
は
自
動
車
市
場
の
ア
ル

ミ
需
要
は
2
0
1
1
年
の
1
1
5
0
万

ト
ン
か
ら
2
0
2
5
年
に
は
倍
増
の

2
4
8
0
万
ト
ン
に
達
す
る
と
予
想
。

自
動
車
一
台
あ
た
り
に
使
わ
れ
る
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
の
平
均
量
は
約
1
5
5
㎏
か
ら

2
5
0
㎏
に
拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ス
ラ
モ
ー
タ
ー
ズ
は
2
0
0
3
年

に
設
立
さ
れ
た
E
V
（
電
気
自
動
車
）

メ
ー
カ
ー
で
す
。
I
T
業
界
出
身
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
立
ち
上
げ
た
先
駆
的
な
企

業
ら
し
く
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
し
い
も
の
づ
く
り
が
魅
力

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
す
。
テ
ス
ラ
が

モ
デ
ル
S
用
に
設
計
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
は
、
シ
ャ
ー
シ
の
基
本
骨
格
か

ら
外
装
材
ま
で
、
す
べ
て
ア
ル
ミ
製
で

す
。
E
V
は
部
品
数
が
少
な
い
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
自
動
車
よ
り
も
自
由
な
発

想
の
設
計
が
可
能
で
す
。
自
然
環
境
の

厳
し
い
米
国
の
地
方
都
市
で
は
タ
フ
な

S
U
V
（
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
車
）
な
ど

の
大
型
車
が
人
気
で
す
。
現
在
の
米
国

の
ト
レ
ン
ド
は
、
パ
ワ
フ
ル
な
外
見
で

あ
り
な
が
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
自
動

車
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
テ
ス
ラ
は

ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
用
し
た
S
U
V
を
発

表
す
る
な
ど
、
新
し
い
挑
戦
を
し
続
け

て
い
ま
す
。

　

米
国
の
自
動
車
会
社
を
代
表
す
る
フ

ォ
ー
ド
も
積
極
的
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

採
用
を
進
め
て
い
ま
す
。
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
ト
ラ
ッ
ク
の
新
型
F-

1
5
0
は
ボ

デ
ィ
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
、
フ
レ
ー
ム

に
ハ
イ
テ
ン
材
な
ど
を
採
用
し
て

3
2
0
㎏
の
軽
量
化
を
図
り
、
大
幅
な

燃
費
の
向
上
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

F-

1
5
0
は
「
2
0
1
5
北
米
ト
ラ

ッ
ク
＆
S
U
V
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
」
を
受

賞
す
る
な
ど
北
米
一
の
人
気
車
種
で
あ

る
だ
け
に
、
ボ
デ
ィ
の
ア
ル
ミ
化
は
、

自
動
車
業
界
や
一
般
消
費
者
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
も
軽
量
化
に
向
け
て
、
次
々
と
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
レ
ク

サ
ス
は
2
0
1
7
年
か
ら
車
体
へ
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
採
用
を
増
や
す
と
発
表

し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
合

わ
せ
て
上
位
モ
デ
ル
の
L
S
や
G
S
の

フ
ー
ド
や
バ
ン
パ
ー
、
ド
ア
、
フ
ェ
ン

ダ
ー
を
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
切
り
替
え
る

予
定
で
す
。
そ
の
結
果
、
車
体
重
量
は

最
大
で
1
0
0
㎏
減
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
や
高
級
自
動
車
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
徐
々
に

ト
ヨ
タ
の
プ
リ
ウ
ス
や
日
産
リ
ー
フ
な

ど
エ
コ
カ
ー
（
環
境
対
応
型
自
動
車
）

に
ま
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
普
通
自
動
車
や
軽
自

動
車
な
ど
の
ボ
デ
ィ
や
部
品
に
広
く
使

用
さ
れ
る
と
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
裾
野

が
さ
ら
に
広
が
る
で
し
ょ
う
。

　

2
0
1
4
年
度
に
販
売
さ
れ
た
新
車

5
5
6
万
台
の
う
ち
、
軽
自
動
車
は
約

41
％
に
あ
た
る
2
2
7
万
台
。
軽
自
動

車
の
販
売
数
は
2
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
軽
自
動
車
は
運

転
が
し
や
す
く
、
価
格
が
安
い
な
ど
の

利
点
か
ら
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
十
分
で

な
い
地
方
の
居
住
者
を
中
心
に
、
高
齢

者
や
女
性
の
日
常
移
動
や
セ
カ
ン
ド
カ

ー
と
し
て
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
高
級
車
で
培
わ
れ
た
技

術
を
用
い
、
軽
自
動
車
に
も
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

さ
ら
に
需
要
が
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
動
車
の
軽
量
化
に

向
け
て
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

自動車とアルミ

Porsche
HONDA

TOYOTA
NISSAN

NISSAN

ドアフロントからフードの外装など広範囲にア
ルミニウムを使用し、60kgの軽量化を実現。

写真提供：Porsche AG.

ホンダがアキュラ・ブランドで販売するSUV。
フードなどにアルミニウムを使用。

写真提供：HONDA

「1gでも軽い車を！」がスローガン。エンジン
アンダーカバーなどにアルミニウムを使用。

写真提供：TOYOTA

GT-RからDNAを受け継いだボディ。フード、
ドア、バックドアなどにアルミニウムを使用。

写真提供：NISSAN

電気自動車。ドアやフード、トランクリッドなど
のカバーにアルミニウムを使用。

写真提供：NISSAN

［ポルシェ］ 911カレラ［アキュラ］ RDX AWD［トヨタ］ 86［日産］ フェアレディZ［日産］ リーフ
Mercedes

ボディシェルにアルミニウムを使用し従来モデル
に比べて70kgの軽量化と高剛性を実現。

写真提供：Daimler AG

［メルセデス・ベンツ］ Cクラス

テスラ青山のショールームではモデルSのアルミ製プラットフォームが迎えてくれる。
photo by Yoshitsugu Fuminari

北米で大人気のピックアップトラックの新型F-150は『F-シリーズ』の中核車種。
売れ行きは好調で、ミシガン州の工場は人員を増員し大幅な増産に乗り出す。

写真提供：Ford Motor Company
大人7人乗りのSUVのModel X。
写真提供：Tesla Motors

電気自動車の概念を超えたテスラModel S。
写真提供：Tesla Motors

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た

名
車
カ
タ
ロ
グ
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自分の欲しいものを作る。
このシンプルな考えで
ものづくりの世界に生きる
職人 菅野敬一さんは
アルミニウムや皮を使い
実に味わい深い「箱」を作る。
その「箱」に対する
職人の想いを訊ねました。

text by ALUMI AGE
photographs by Yoshitsugu Fuminari

職
人

C
raftsperson

す

が

の

菅
野
敬
一さ

ん

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
加
工
し
た
鈍
く
光
り
輝

く
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
、
最
高
品
質
の
皮

を
あ
し
ら
っ
た
「
エ
ア
ロ
コ
ン
セ
プ

ト
」
の
バ
ッ
グ
は
一
度
見
る
と
忘
れ
ら

れ
な
い
印
象
を
残
し
ま
す
。　

　

職
人 

菅
野
敬
一
さ
ん
の
持
つ
精
密

板
金
加
工
の
技
術
と
遊
び
心
が
、
そ
の

バ
ッ
グ
に
は
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
、

町
工
場
か
ら
生
ま
れ
た
製
品
は
世
界
の

V
I
P
を
虜
に
す
る
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ド

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
菅
野
敬
一
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
分
の
好
き
を
突
き
詰
め
て

　

う
ち
は
「
精
密
板
金
加
工
屋
」。
祖

父
の
代
か
ら
板
金
屋
で
す
。
祖
父
は
大

阪
城
の
改
修
時
、
銅
瓦
棟
梁
と
し
て
活

躍
し
た
そ
う
。
腕
の
い
い
渡
り
職
人
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
父
の
代
か
ら
麻
布
で

工
場
を
構
え
て
い
た
け
れ
ど
、
戦
争
で

辺
り
一
面
焼
け
野
原
。
バ
ラ
ッ
ク
を
建

て
て
ま
た
一
か
ら
や
り
直
し
た
そ
う
で

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
工
場
を
手
伝
っ

て
い
る
う
ち
に
、
仕
事
を
覚
え
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
会
社
に
入
っ
た
頃
か

ら
、
う
ち
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
扱
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
我
々
の
仕
事
の
種
類

は
得
意
先
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。

難
し
い
仕
事
を
「
で
き
な
い
」
な
ん
て

い
う
の
が
悔
し
い
も
ん
だ
か
ら
さ
、
な

ん
で
も
引
き
受
け
て
き
た
。
そ
う
や
っ

て
銀
行
A
T
M
や
新
幹
線
、
飛
行
機
の 大好きな工場内で撮影。

「休みの日でも来ちゃうんだよね」
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機
内
装
備
品
な
ど
精
密
板
金
加
工
を
手

が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
が
社

長
に
な
っ
て
す
ぐ
、
取
引
先
の
一
つ
が

製
造
拠
点
を
中
国
に
移
す
と
言
い
出
し

て
…
…
。
倒
産
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ほ
か
の
取
引
先
が
「
お
前
が

い
な
く
な
る
と
困
る
。
よ
そ
に
出
せ
な

い
仕
事
な
ん
だ
よ
」
っ
て
言
っ
て
く
れ

て
。
迷
惑
を
か
け
た
先
に
助
け
ら
れ
た

ん
で
す
。

　

再
建
後
は
、
前
よ
り
も
仕
事
が
増
え

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
客
先
の
言
う
こ
と

だ
け
を
聞
い
て
い
る
と
、
い
つ
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
。
下
請
け
に
は
主
導

権
が
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
死
ぬ
ま

で
に
自
分
が
本
当
に
欲
し
い
も
の
を
作

っ
て
残
し
た
い
と
考
え
た
。
僕
は
デ
ザ

イ
ン
の
勉
強
を
し
た
こ
と
も
な
い
し
、

た
り
、
表
面
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
は
な
ん
ど

も
手
で
研
磨
し
て
鈍
く
光
ら
せ
た
り

…
…
。
い
い
カ
メ
ラ
や
靴
や
カ
バ
ン
っ

て
、
使
い
込
ん
で
い
く
と
、
使
い
古
し

た
よ
さ
が
出
て
く
る
。
だ
か
ら
、
ジ
ュ

ラ
ル
ミ
ン
で
カ
バ
ン
を
作
っ
て
も
、
使

い
込
む
良
さ
が
出
て
く
る
も
の
を
作
り

た
い
と
考
え
た
。
便
利
と
か
効
率
性
だ

け
を
考
え
た
も
の
で
は
な
い
。
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
は
僕
だ
か
ら
さ
（
笑
）。

　

ア
ル
ミ
に
は
ア
ル
ミ
な
り
の
経
年
変

化
が
あ
る
。
鉄
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
真
鍮

と
同
じ
金
属
で
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ

の
中
で
も
ア
ル
ミ
は
温
か
み
の
あ
る
金

属
だ
な
と
思
う
。
ア
ル
ミ
に
傷
が
付
く

で
し
ょ
う
。
そ
の
傷
の
付
い
た
と
こ
ろ

が
な
ん
と
も
い
い
。
一
般
に
工
業
製
品

と
し
て
の
ア
ル
ミ
素
材
の
価
値
は
、
軽

も
の
を
売
っ
た
こ
と
も
な
い
。
も
の
を

売
る
っ
て
い
う
の
は
大
変
だ
と
い
う
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
自
分

で
使
う
図
面
入
れ
の
カ
バ
ン
や
名
刺
入

れ
を
ア
ル
ミ
で
作
っ
て
み
た
。
そ
う
す

る
と
さ
、
年
配
の
職
人
が
す
ご
く
心
配

し
て
ね
。
社
長
が
変
な
事
を
手
が
け
て

い
る
か
ら
止
め
よ
う
と
（
笑
）。　

　

そ
う
や
っ
て
で
き
た
の
が
、「
エ
ア

ロ
コ
ン
セ
プ
ト
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で

す
。
こ
の
名
前
に
し
た
の
は
、
僕
た
ち

が
軽
く
て
強
度
の
あ
る
飛
行
機
部
品
を

作
っ
て
き
た
か
ら
。
飛
行
機
っ
て
軽
量

化
の
た
め
に
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
に
穴
を
空

け
て
強
度
を
保
つ
。
そ
の
軽
く
て
強
い

構
造
体
の
中
に
僕
の
好
み
を
詰
め
込
ん

だ
。
た
と
え
ば
カ
バ
ン
が
閉
ま
る
音
は
、

古
い
ラ
イ
カ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
に
似
せ

さ
、
強
度
、
コ
ス
ト
、
加
工
の
容
易
さ

な
ど
で
し
ょ
う
。
だ
け
ど
、
昔
の
飛
行

機
の
ダ
グ
ラ
ス 

D
C-

3
と
か
さ
、
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
が
む
き
出
し
で
ボ
デ
ィ
ー

は
リ
ベ
ッ
ト
打
ち
…
…
。
僕
は
あ
あ
い

う
も
の
が
好
き
だ
か
ら
、
体
中
に
染
み

込
ん
で
い
る
。
ア
ル
ミ
は
傷
や
へ
こ
み

ま
で
味
わ
い
が
あ
る
。
人
間
に
は
数
字

で
表
せ
な
い
価
値
観
が
あ
る
ん
で
す
。

そ
ん
な
価
値
観
を
大
切
に
し
た
い
で

す
ね
。

すがの・けいいち　職人。
板金加工のほかに多種少
量生産製品製造、試作品
手造り鈑金、精密機械加
工、旋盤、フライス加工な
どを行うほか、自社完全
オリジナルの「エアロコン
セプト」を展開している。
http://www.aeroconcept.c 
o.jp/

アルミニウムを使用してい
るので見た目よりも軽く、手
にした人の多くが驚きの声
を上げる。「取引先にこんな
ものを作って欲しいと言わ
れても、納得しなければ僕
は作らない」

1／初期の頃に作ったバッグ
2／存在感のあるハンドルのツマミ
3／遊び心満載のギターケース
4／「この赤い皮はアルミに合うでしょう。日本では
この赤を出せない。イタリアから取り寄せた物なん
です」

1

2

3

4
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しなやかな
アルミ

少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、

労
働
力
を
補
完
す
る
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
中
で
も

小
型
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
牽
引
す
る
の

が
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
だ
。

　
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
な
ど
滅
菌
環
境
下

で
の
作
業
を
想
定
し
た
医
薬
・
医
療
用

ロ
ボ
ッ
ト
V
S

-

0
5
0
S
2
の
ボ
デ

ィ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
鋳
造
し
た

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
。「
主
に
再
生
医
療
の

現
場
や
抗
が
ん
剤
の
調
薬
な
ど
で
の
使

用
を
想
定
し
て
開
発
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
バ
ク
テ
リ
ア
が
つ
か

な
い
よ
う
、
過
酸
化
水
素
ガ
ス
で
清
掃

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
滅

菌
洗
浄
に
耐
性
の
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

を
採
用
し
ま
し
た
。
本
体
表
面
の
塗
装

を
廃
し
、
清
潔
性
を
維
持
す
る
た
め
表

面
に
磨
き
あ
げ
処
理
を
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
生
産
段
階
で
人
の
手
で
研
磨

し
て
い
た
工
程
を
機
械
に
代
替
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
製
造
コ
ス
ト
の
削

減
に
も
貢
献
し
た
」
と
開
発
に
携
わ
っ

た
八
谷
徳
孝
さ
ん
は
言
う
。

　
V
S

-

0
5
0
S
2
は
徹
底
的
に
小

さ
な
凹
凸
を
な
く
し
た
流
線
型
。
近
未

来
を
感
じ
さ
せ
る
先
進
的
な
デ
ザ
イ
ン

は
2
0
1
4
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

大
賞
を
受
賞
し
た
。「
医
薬
品
を
作
る

生
産
ラ
イ
ン
の
中
に
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
は

設
置
さ
れ
ま
す
。
正
確
に
動
き
ま
す
が
、

動
き
が
と
て
も
速
い
も
の
で
す
か
ら
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
に
怖
さ
を
感
じ
る
人

も
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
に
恐
怖
を
抱
か
せ

て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
伸
び
や
か
な
筋
肉
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
形
作
り
ま
し
た
。
速
さ
、
力
強
さ
、

そ
し
て
人
間
に
近
い
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
の
で
す
」。
最
新
型
の
ロ
ボ
ッ
ト

だ
が
、
そ
の
設
計
の
背
後
に
は
ユ
ー
ザ

ー
を
想
う
人
が
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ

ほ
ど
し
な
や
か
で
優
し
い
動
き
を
す
る
。

　
今
後
、
調
剤
や
実
験
が
行
わ
れ
る
医

療
の
現
場
で
は
正
確
な
動
き
を
す
る

V
S

-

0
5
0
S
2
が
活
躍
す
る
は
ず
だ
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
ま
と
っ
た
こ
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
登
場
は
、
今
後
の
世
界
の
医
療

分
野
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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正
確
で
細
か
な
動
き
が
得
意
な
V
S-

0
5
0
S
2
。
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
芯
を
抜
き
、
そ
の
芯
を
細
い
穴
に
戻
す
こ
と
が
可
能
。

ア
ル
ミ
の
あ
る
風
景

医
薬
・
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト

V
S

-

0
5
0
S
2
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日本を代表する芸術家である岡本太郎
は情熱の人であった。太郎の絵や彫
刻からは、人間の根源にある原始の

記憶や感情が揺さぶられる。死後20年が経つ
が、時を経るごとに国内外の評価は上がって
いる。実はその太郎の彫刻作品にはアルミニ
ウムが多く使用されていることは意外に知ら
れていない。
　岡本太郎は1969年（昭和44年）の『アルミ
エージ 27号』にアルミニウムに対する思いを
寄せている。「われわれのまわりには素材とし
て、木、石、紙、布、そして金属などがある。す
べてがなじみ深いものである。人間はそれらを
思うように動かし、飾り、生かし、使い分けて
きた。その中で金属などはまことに不如意な材
料だ。堅くて、重くて。この冷たい素材を紙や
布のように、誰れでもが手にとって曲げたり切
ったり、自由に形作れるのだったら、どんなに
楽しいか（中略）。子どもの頃、白くて軽い、ア
ルミニウムという新鮮な金属が生活の中に入
ってきた。何かシャレた、
名前からして明るく軽い
響き。それはよろこび
だった。戦後はま
た建築の窓枠
やエキステリ
アに使われ
はじめ、鈍重
だった都市

の顔をすっきりと軽々ひらいてくれている」。
　戦前、岡本太郎は世界中から集まってきた
芸術家や思想家たちとパリで過ごした。前衛
や自由主義を愛した青年が兵役のために日本
に戻り、軍隊生活で大変な思いをしたことは
想像に難くない。事実、生意気だということで
ずいぶん殴られたという。戦後、自由に絵画や
彫刻を作れるようになると、太郎の創作意欲
は爆発する。新しい時代にふさわしい素材を
探していた太郎の目にとまったのは、子ども時
代その存在を「よろこび」とまで称したアルミ
ニウムだった。1966年（昭和41年）、数寄屋橋
ライオンズクラブの記念事業として依頼され
た時計台にはアルミニウムを用いることにした。
原寸大の像を石膏で作り、そこにアルミニウ
ムを流し込んだ。この像は「若い時計台」と名
付けられた。「やっているうちに、この現代的
な素材にはもっといろいろな可能的なものが
ある。それと取り組んでみたいという情熱がふ
くらんできた」と語っている。岡本太郎は情熱
の人だった。その情熱の根源のひとつに
アルミニウムという素材の存在があった
ことは確かなようだ。

平
成
27年

3月
27日
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岡本太郎を夢中にさせた
アルミニウムという新しい素材。
岡本太郎を夢中にさせた

アルミニウムという新しい素材。

協力：岡本太郎記念現代美術振興財団
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